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稲
作
の
経
過

稲
作
の
経
過

　

田
植
え
後
の「
み
ず
か
が
み
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」は
茎
数
が
平
年
よ
り
少
な
く
、

葉
色
は
濃
く
経
過
し
ま
し
た
。
6
月
14
日
に
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
が
、
6
月

28
日
に
は
梅
雨
明
け
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
梅
雨
明
け
後
の
7
月
に
は
線
状

降
水
帯
の
発
生
等
の
影
響
で
大
雨
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
が
実
施
し
て
い
る
病
害
虫
の
発
生
予
察
で
は
、
い
も
ち
病
の
注
意
報
が

7
月
19
日
の
発
出
に
続
き
同
月
21
日
に
は
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
の
注
意
報
が
出

さ
れ
、
病
害
虫
防
除
の
注
意
喚
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

刈
取
り
適
期

刈
取
り
適
期

　

刈
取
り
の
適
期
が
近
づ
い
た
ら
、
ほ
場
に
入
っ
て
穂（
籾
）を
し
っ
か
り
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
黄
化
籾
が
85
〜
90
％
に
な
り
、
穂
の
基
部
や
１
次
枝
梗
の

つ
け
ね
に
緑
色
籾
が
10
〜
15
％
程
度
残
っ
た
状
態
が
適
期
で
す
。

刈
取
り
前
の
水
管
理

刈
取
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前
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水
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玄
米
は
収
穫
間
近
に
な
っ
て
か
ら
粒
厚
、
粒
幅
が
完
成
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
時
期
の
水
不
足
は
、
玄
米
の
充
実
不
足
や
胴
割
粒
発
生
を
助
長
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
収
穫
作
業
時
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
限
り
、
落
水
は
な
る

べ
く
遅
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

異
物
の
混
入
防
止

異
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防
止

　

ク
サ
ネ
ム
な
ど
の
雑
草
の
種
子
や
石
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
や
金
属
片
な
ど

の
異
物
混
入
は
、
品
質
等
級
低
下
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
収
穫
作
業
前
に
は

ほ
場
の
確
認
や
作
業
機
械
の
清
掃
・
管
理
を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
事
故

農
作
業
事
故

　

毎
年
、
農
繁
期
を
中
心
に

農
作
業
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
広
く
使
わ
れ
て
い
る

刈
払
機
の
使
用
時
に
お
い
て

も
、
安
全
の
た
め
の
注
意
が

必
要
で
す
。

　

使
い
慣
れ
た
機
械
で
あ
る

が
ゆ
え
に
気
が
緩
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
一
度
気
を
引

き
締
め
て
作
業
に
あ
た
り
ま

し
ょ
う
。

　管内の水稲の収穫は、関西きっての早場米、今津地区の「ハナエチゼン」の収穫に始まり、「みずかがみ」か
ら早生品種へと順に収穫作業が進んでいきます。体調管理や機械整備など、事前準備を怠りなく実施し、今シー
ズンも無事に実りの秋を迎えましょう。

上から３～４本目の枝梗に
つく籾がすべて黄化した頃

青籾
全体の10％～15％程度

熱
中
症
対
策
に

・
こ
ま
め
な
休
憩
と
水
分
補
給

・
通
気
性
・
速
乾
性
・
吸
湿
性
の
衣
服

・
高
温
時
の
野
外
活
動
を
控
え
る

クサネム

玄米に混入したクサネム種子
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